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＊ 乗鞍コロナ観測所開所 5 年目昭和 29 年の小冊子 

アーカイブ室新聞188号で、ひょんなことから乗鞍コロナ観測所の昭和31年の小冊子を発

見した記事を書いた。この小冊子を見せてくださった方は20年ほど前、本郷の古本屋で見

つけて購入したとのことであった。こういった冊子は乗鞍コロナ観測所の資料の整理をし

ている入江誠氏も持っておいでだろうとお尋ねすると、もっておられたが残念なことにコ

ロナの輝線スペクトル写真が1枚欠損していた。 

入江氏のところには、昭和29年の乗鞍コロナ観測所のガリ版刷りの小冊子、その頃の乗

鞍コロナ観測所のガリ版刷りの見学の栞もあった。昭和29年といえば乗鞍コロナ観測所開

所5周年である。恐らく開所5周年を記念して記念の小冊子を作成したのであろう。たぶん、

この昭和29年版の小冊子が最初のものであろう。以下に紹介したい。 

 

 この小冊子を見た、元乗鞍コロナ観測所長である日江井栄二郎名誉教授は、製作者は「か

もしか仙人」こと森下博三氏だと仰った。森下氏についてはアーカイブ室新聞185号に書い

た。森下氏は乗鞍コロナ観測所に係る貴重な資料をたくさん残している。それらは入江氏

の手元に整理保存されている。乗鞍コロナ観測所は今年、60周年を迎え、共同利用観測は

終了する事になっている。これ等資料は太陽観測所でアーカイブされるであろう。 



以下、昭和29年版乗鞍コロナ観測所の小冊子の紹介である。 

 

 

 

 



 

 

  



  

 

      



 

 

 



 

 

 



 

 昭和29年版には、この小冊子とは別に、乗鞍コロナ観測所概説という小冊子もあり、下

のような太陽活動の説明もある。 

       


